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礫混り砂質土状の土相
φ1～15cm大以下の礫を混入

盛土 暗褐 緩い

微砂～細砂主体
比較的、均質な土相となる
全体にシルト分を多く混入する
粘性は弱い
貝殻片を少量混入する
孔壁は崩れやすい
含水比は高い
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シルト主体で微細砂分を混入
全体的に極めて軟弱で軟らかい
巻貝・貝殻片を少量混入する
孔壁のせり出しが見られる
含水比は非常に高い
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細砂～中砂主体
シルト分を少量混入する

砂 暗灰 緩い

基質は細砂～粗砂主体
礫種は主に花崗岩礫・片岩礫等
でφ1～7cm大の角レキ～亜角レ
キ状が多い
全体的に礫率は高く、非常に硬
質な礫が多い
所々、粘土分を少量混入する
掘削時、孔壁の崩壊が激しい
循環泥水では、多量の逸水有り
含水比は高い
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細砂～中砂主体
全体に粘土分を混入する
所々にφ1～2cm大の礫を混入
部分的に粘性が有る
孔壁は崩れやすい
含水比は高い
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半固結粘土状の均質な土相
全体に微細砂分を混入する
粘性が有り、軟らかい
含水比は中位程度
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淡
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～　
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細中粗砂主体で粒子不均一
所々にφ2cm大以下の礫を混入
掘削時、孔壁は崩れやすい
含水比は低い～中位
上部、密実となる傾向を示す
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基質は粘土～粗砂主体
礫種は片岩礫を主としφ1～5cm
大の亜円レキ～円レキ状が多く
硬質である
所々、粘土分を混入する
孔壁は崩れやすい
含水比は中位
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早良型花崗岩類の岩相となる
風化を受け褐色土壌化している
コア形状はマサ土（砂質土）～
岩塊状で細粒～粗粒状となる
全体的に岩組織明瞭となる
下部付近、破砕帯の岩脈が見ら
れ、岩片が残る
色調の変化が認められる
掘削時、孔壁は崩れない
循環泥水では、殆ど逸水もない
含水比は低い
GL-25m以深、全体的に締まる傾
向を示している
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および結果

孔内水平載荷試験
Em=1.21MN/m2
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